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Left ventricular dimension, and maximum oxygen uptake in top male athletes 

Shukoh HAGA, Mitsuo MATSUDA, Etsuo UEYA, Ryuhei KOJIMA, 
Hideo IKARUGI, Shigeru NASHIBA, Kenji TOGASHI, Toshiaki NAKATANl, 

Kumlnasa KIDOKORO 

Little is known about the structure of an athlete's heart or its anatomical variations in Japan. The 

purpose of this study is to investigate the physical endurance and capacity of top male athletes in the 

A11 Japan Class, by means of echocardiographic and aerobic work capacity measurements. Echocar-

diograms showed interventricular septum thichness (IVST), Ieft ventricular posterior wall thickness 

(1.VPWT), Ieft ventricular end-diastolic dimension (Dd) and left ventricular end-systolic dimension 

(Ds). Many indices of hemodynamic response were calculated to evaluate the left ventricular func-

tions. The top, competitive, athletes who participated in the study, were 12 track and field runners, 19 

soccer players, and 19 baseball players, their average age was 22 (ranging from 18 to 28) . 

Key words: echocardiography, Ieft ventricular dimension, Ieft ventricular function, maximum oxy-

gen uptake, top male atheletes 

The results were as follows : 

1 . Height of track and field G., soccer G, and 

baseball G. were 172.8cm, 172.7cm, 175.7 

cm. Body weights were 65 . 5kg , 68 . 3kg , 71. 2 

kg , respectively. 

2 . Maximum oxygen uptake (V02max : 11 
min) was 4.57 1/min in the track & field G, 

4.72 l/min in the soccer G, and 4 . 55 1/min in 

the baseball G., but the maximum oxygen 
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uptake per body weight (V02max/weight : 

ml/kg/min) was significantly found to be 

the highest (71.0 ml/kg/min) in the track 

and field G. 

Interventricular septum thickness (IVST) 

and left ventricular posterior wall thick-

ness (LVPWT) had about same values 
among the track and field G. and the soccer 

G, 

The left ventricular end-diastolic dimen-

sions (Dd) measured about 53 min in three 

groups. However, the Dd per body surface 

area had the greatest value in the track and 

field G. 

The stroke index (SI) of the track and field 

G, had greater values than any other 
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　　9「oupS．

6．Fractiona1shortning　and　mVcf　as　indices

　　of　heart　muscle　contraction　showed　the

　highest　va1ues　in　the　track　and　field　G1

　1．緒　　言
　一流競技者を対象としての全身持久性に関する

研究では最大酸素摂取量の面7〕10〕’’〕22〕から，最大心

拍出量の面4〕8〕から，あるいは心容積の面1〕から等

が報告されてきている。また，近年においては，

競技者の心機能について，左室内腔を超音波心エ

コー図法によって検討されるようになり，この方

法のみを用いた報告は多数みられてい
る2）12〕14〕i5〕1？〕18）19）21〕。しかしながら，全身持久性に

ついて最大酸素摂取量を測定し，両者の関連をみ

た研究はほとんどみられていない5〕。そこで本研

究では有酸素的作業能としての最大酸素摂取量

と，超音波心エコー図法による左室内腔の血行動

態諸標を測定し，従来の報告と比較しながら，我

が国の男子一流競技者の全身持久性について検討

しようとするものである。

　2．方　　法
　1．心エコー図法
　心エコー図法の撮影および計測はこれまでに多

く報告され13）16〕23〕26〕，また，筆者たち6〕27〕も測定し

てきた方法と同様の方法で実施した。本研究では

超音波によるビームをスキャンにして心臓断層

像，すなわち，断層心エコー図を撮影しながら，

探触子からのMモードビームが心室中隔（inter・

ventricu1ar　septum：IVS），左室内腔（1eft

ventricu1ar　cavity：LVC），左室後壁（1eft

ventricu1ar　posteriorwa11：LVPW）を左室腱索

レベノレにおいて横断するようにして実施した。心

エコー図から左室拡張終期内径（1eft　ventri㎝1ar

end－diasto1ic　dimension：Ds），左室収縮終期内

径（1eftventricu1arend－systo1icdimension：Dd）

および，心室中隔，左室後壁を計測し，次のよう

な血行動態諸標を求めた。血行動態の評価は左室

内径の計測値からPomboの式別）により左室拡張

終期容量（left　ventricu1ar　end－diasto1ic　vo1ume

　LVEDV＝Dd3）左室収縮終期容量（1eft
ventricu1ar　end－systo1ic　vo1ume：LVESV＝Ds3）

を求めた。またそれぞれの諸標は次式から算出し

た。

　内径短縮率（fractiona1shortning：FS）

　　　（Dd－Ds）／Dd

　平均内周短縮速度（mean　ve1ocity　of　circum・

　　　　　　　　　　ference　fiber　shortning　：

　　　　　　　　　　mVcf）

　　　（Dd－Ds）／（Dd・ET）　ET：駆出時間

　］回拍出量（stroke　vo1ume：SV）

　　　Dd3－Ds3

　一回拍出係数（stroke　index：SI）

　　　SV／BSA
　心拍出量（cardiac　ouモput1CO）

　　　SV×HR
　心係数（cardiac　index：SI）

　　　C0／BSA
　2．最大酸素摂取量の測定

．最大撃素摂取量（maximum　oxygen　uptake：

VO．max）について，運動負荷試験法としてはト

レッドミル（固定角度：5度）を用い，1分毎に

10mずつ漸増する速度漸増負荷法により実施し，

疲労困懲（exhaustion）となって運動を中止する

時点まで継続した。呼気ガスの採気はダグラス

バッグ法，呼気の分析はベックマンアナライザ

（CO。一LB　II型，O。一〇M11型）によっておこ

なった。なお心拍数は心電図法により求めた。

　3．被検者
　日本陸上選手権大会等に出場する実業団男子陸

上競技中・長距離選手12名，日本リーグI部に所

属する実業団サッカー選手19名（ゴールキーパー

を除く），全国社会人野球選手権大会および都市対

抗野球選手権大会等に出場の経験を有する実業団

野球選手19名であった。

　3．結　　果
　1．表1は被検者の年齢，身長，体重，体表面

積の値を競技別に平均値で示したものである。年

齢は陸上競技選手（以下陸上群），サッカー選手（以

下サッカー群），野球選手（以下野球群）のいずれ

においても18～28歳のもので，平均値では陸上群

で21．4歳，サッカー群は23．5歳，野球群は22．O歳

であった。身長は陸上群が172．8cm，サッカー群は

172．7cmとほぼ同値で，野球群は175．7cmで，サッ

カー群に対しては有意に高い値（P＜0．05）であっ

た。また，体重は陸上群が65．5㎏，サッカー群が

68．3㎏であった。そして野球群は71．2㎏を示し，

陸上群に比較し有意に大きい値（P＜O，05）であっ
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　Tab1e　l　Physica1characteristics　in　track　and

　　　　　　field　　group，　soccer　grOuP　　and

　　　　　　baseba1ユgroup．

Track＆Fie1d　Group　n＝8

Mean SD Range 

Age (years) 21 . 4 2 . 97 18-28 

Height (cm) 172 . 8 6 . 54 165 . O-185 . 4 

Weight (kg) 65 . 5 11 . 58 55 . 5~96 . 9 

BSA (nf) l . 77 O . 17 1 . 64-2 . 23 

Soccer　Group　n＝19

Mean SD Range

Age　　　（years） 23．5 3．27 18～28

Height　　（cm） 172．7 5．30 165．0～185．O

Weight　　（kg） 68．3 6．36 60．0～82．0

BSA　　　　（㎡） 1．82 0．11 1．67～2．07

Baseball　Group　n＝19

Mean SD Range 

Age (years) 22 . o 2 . 67 18-28 

Height (cm) 175 . 7 5 . 34 165 . 6-1 83 . 4 

Werght (kg) 71 . 2 5 . 69 60 . o-80 . 5 

BSA (m') l . 88 O , lO 1 . 70-2 . 03 

た。体表面積では陸上群1．77㎡，サッカー群1．82

㎡であった。野球群は1．88㎡であり，他の2群に

比べ高い値（P＜O．05）を示した。形態面では野

球群が最も大きな値であった。

　2．最大酸素摂取量，最大換気量，最高心拍数

　　　の結果

　表2は最大酸素摂取量（VO．max：1／min），体

重当たりの最大酸素摂取量（VO．max／weight：

皿1／㎏／min），最大換気量（VEmax：1／min），最高

心拍数（HRmax：beats／min）の結果を競技別に

示したものである。最大酸素摂取量は陸上群で4．

571／min，サッカー群4．721／min，野球群4．551／

minで3群問に有意な差はなかった。体重当たり

の最大酸素摂取量でみると陸上群が71．om1／㎏／

minを示し，サッカー群は69．9m1／㎏／minであっ

た。また，野球郡は64．Om1／㎏／minであった。こ

の結果，陸上群は野球群に対して有意に大きく

（P＜O．05），・またサッカー群は野球群に対し有意

に大きい値（P＜0．01）であった。最大換気量は

陸上群，サッカー群，野球群共に145．91／min，145，

21／min，143．61／minとほぼ同値を示した。最高

心拍数は陸上群195beats／min，サッカー群

193beats／min，野球群188beats／minと陸上群は

野球群に対し高い値（P＜0．01）を示した。また

サッカー群も野球群に対し有意に高い値（P＜

0．05）であった。

　表3は心臓の形態および血行動態諸標にっいて

示したものである。はじめに心室中隔厚（IVST）

についてみると陸上群8．8㎜，サッカー群9．6㎜，

野球群10．3㎜であった。野球群は陸上群に対し有

意に大きい値（P＜O．01）であった。また，左室

後壁厚（LVPWT）は陸上群10．O㎜，サッカー群

10．5m㎎，野球群12．O㎜を示し，野球群は陸上群に

対し（P＜0，001），サッカー群に対し（P＜0．01），

心壁厚はいずれも大きいことを示した。次に心臓

の大きさ（dimension）をみる指標としての左室拡

張終期内径（Dd）についてみると，陸上群52，7㎜，

サッカー群52．5㎜，野球群52．8㎜で3群間に有意

差はなかった。また，左室拡張終期内径を体表面

積当たり（Dd／BSA）でみると，陸上群は30．O㎜／

㎡となり，サッカー群は28．9㎜／㎡，野球群は28．2

㎜／㎡であった。陸上群は野球群に対し有意に大き

い値（P＜O．05）であった。左室収縮終期内径（Ds）

にっいては，陸上群33．0㎜，サッカー群33．7㎜，

野球群35．7㎜であった。野球群は陸上群に対して

大きな値（P＜O．05）であった。しかしながら，

左室拡張終期容積（LDEDV）は陸上群ユ47．3m1，

サッカー群146．6m1，野球群は148．5m1でほぼ同値

を示した。

　また，心筋収縮カの指標の一っ一と考えられてい

る内径短縮率（FS）は陸上群，サッカー群，野球

群でそれぞれ36．9％，35．5％，32．1％を示した。

この結果，陸上群は野球群に対し有意に大きく

（P＜O．01），サッカー群も野球群に対し有意に大

きな値（P＜O．05）であった。しかし，陸上群と

サッカー群の間には有意差はなかった。平均内周

短縮速度（mVcf）は各群とも各々1．02circ／sec，

0I97circ／sec，o．89circ／secを示し，統計的にみる

と陸上群が野球群に対し高い値（P＜O．05）であっ

た。一回拍出量は陸上群が110．3m1，サッカー群が

ユ05．9m1，野球群が101．8m1であった。陸上群は野

球群に対し大きい値（P＜O．05）であった。同一

基準で評価する一回拍出係数（SI）でみると，陸

上群が62．6m1／㎡，サッカー群が58．2m1／㎡，野球
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　　Tab1e2　Maximum　oxygen　uptake．maximum
　　　　　　ventiration　and，maximum　heart　rate　in　track

　　　　　　and　fie1d　group，soccer　group　and　baseba11

　　　　　　9「oup．

Track＆Fie1d　Group　n＝8

Mean SD Range 

V02max (1/min) 4 . 57 o . 46 3 . 64~5 . 34 

~02max/Weight (ml/kg/min) 71 . O 10 . 5 53 . 2~84 . 3 

VEmax (1/min) 145 . 9 19 . 4 112 . 4-175 . O 

HRmax (beats/min) 195 8,l 181-208 

Soccer　Group　n＝19

Mean SD Range 

V02max (1/min) 4 . 72 o . 44 3 . 98~5 . 65 

~02max/weight (ml/kg/mm) 69 . 9 5.6 57 . o-78 . 5 

VEmax (1/min) 145 . 2 16 . 5 120 . 2-177 . O 

HRmax (beats/min) 193 8.9 178-204 

Baseba11Group　n＝19

Mean SD Range 

V02max (1/min) 4 . 55 o . 47 3 . 88~5 . 59 

V02max/Weight (ml/kg/mm) 64 . o 5 . 22 54 . 6-72 . 1 

VEmax (1/min) 143 . 6 14 . 6 113 . 7-166 . 9 

HRmax (beats/min) 188 6.4 l 78-203 

群が54，4m1／㎡で，陸上群は野球群に対し有意に大

きい値（P＜O．01）であった。心拍出量（CO）は，

野球群6，01／min，サッカー群5，61／min，野球群

5，91／minと3群がほぼ同値を示した。体表面積

当たりでみる心係数では陸上群，サッカー群，野

球群はほとんど同じ値で差はなかった。

　心拍数は，陸上群，サッカー群，野球群はそれ

ぞれ，54beats／min，53beats／min，58beats／min

でほぼ同じ値であった。

　4．論　　議
’有酸素的作業能としての最大酸素摂取量は，絶

対値では3群とも4．6～4，71／minの範囲でほぼ同

値であった。しかし，体重当たりでみると陸上群

は71．om1／㎏／min，サッカー群が69．9皿1／㎏／mi｛

と大きな値を示した。しかし，野球群は64．Om1／㎏／

minであった。本研究における被検者の最大酸素

摂取量に対し，これまで報告されてきた値を比較

すると，我が国の代表選手の場合，日本人の一流

マラソンランナー（10名）11〕では76～83mI／㎏／min

であり平均77m1／㎏／min，スキー距離競技選手（12

名）m）では70．9m1／㎏／min，中・長距離選手（7

名）11〕では71～76m1／㎏／minである。また，国外に

おける報告においては，Sa1tinたち22）は多くの全

身持久的スポーツ種目にある選手の最大酸素摂取

量は70～80m1／㎏／minであることをみており，

Ekb1omたち4〕は同種の選手で74．6m1／㎏／minで

あったと述べている。こうし牟点からみれば本研

究の持久的種目である陸上群，サッカー群は内外

の一流競技選手レベルと同等の能力を有するもの

と考えられよう。また，全身持久的種目でいわゆ

る「一流」と称される選手の最大酸素摂取量は70

皿1／㎏／min以上を示すものと推察される。すなわ

ち，トレーニングによって高められる最大酸素摂

取量の限界値は，全身持久的競技選手の場合，個

人差もあるが70～80皿1／㎏／minと推察される。野
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Table 3 Eohocardiographic measurements 
data in track and'field group, soccer 

group and baseball group. 

Track & Field Group n=8 

Mean SD Range

IVST　　　　　（mm） 8．8 1．8 7．O～12．O

LVPWT　　　（mm） 10．0 1．4 8．O～13．O

Dd　　　　　　（mm） 52．7 2．9 48～58

Dd／BSA　　（mm／㎡） 30．O 2．7 23．8～33．1

Ds　　　　　　（mm） 33．O 3．5 28～38

LVEDV　　　　（m1） 147．3 24．6 110．6～195．1

FS　　　　　　（％） 36．9 4．O 32．O～46．0

mVcf　　　（circ／sec） 1，02 O．18 0．81～1．34

SV　　　　　　（ml） 110．3 15．8 86．2～140．2

SV／BSA　　　（m1／㎡） 62．6 9．3 49．1～78．5

CO　　　　　（1／min） 6．O 1．73 3．36～8．69

C0／BSA　　　（1／㎡） 3．38 O．97 2．04～4．90

HR　　　　（beats／min） 54 11．5 36～69

Soccer Group n = 19 

Mean SD Range

IVST　　　　　（mm） 9．6 1．8 7．O～13

LVPWT　　　（mm） 10．5 1．9 8．O～19

Dd　　　　　　（mm） 52．5 3．3 48～59

Dd／BSA　　（mm／㎡） 28．9 2．2 25．6～33．3

Ds　　　　　　（mm） 33．7 4．8 25．O～43．0

LVEDV　　　　（ml） 146．6 28．O 110．6～205．4

FS　　　　　　（％） 35．5 6．O 23．O～47．0

mvcf　　　（circ／sec） O．97 0．19 0．65～1．30

SV　　　　　　（m1） 105．9 ユ7．3 83．6～142．9

SV／BSA　　　（m1／㎡） 58．2 9．1 44．7～74．2

CO　　　　　（1／min） 5．6 0．69 4．41～7．OO

C0／BSA　　　（1／㎡） 3．07 O．42 2．32～3．99

HR　　一（b・・t・／mi・） 53 6．3 43～68
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Baseball　Group　n＝！9

Mean SD Range

IVST　　　　　（mm） 10，3 1．4 8．O～13．O

LVPWT　　　（mm） 12．O 1．3 10．O～15．0

Dd　　　　　　（mm） 52．8 2．5 49．O～56．O

Dd／BSA　　（mm／㎡） 28．2 1．9 25．3～32．4

Ds　　　　　　（mm） 35．7 3．5 27．O～41．O

LVEDV　　　　（ml） 148．5 20．5 117，7～175．6

FS　　　　　　（％） 32．1 5，O 25．O～46．O

mVcf　　　（circ／sec〕 0．89 O．19 O．64～1．53

SV　　　　　　（m1） 10！．8 12．0 74．8～119．7

SV／BSA　　　（m1／㎡） 54．4 6．9 42，3～68．1

CO　　　　　（i／min） 5．9 1，59 3．89～10．85

C0／BSA　　　（1／㎡） 3．15 0．81 2．16～5．68

HR　　　　（beats／min） 58 14．5 41～103

グの上限は60m1／㎏／minと推定しているが，上記

に示したように我が国を代表する競技者であるカ

ヌー選手や水泳選手の値より大きいことは，野球

選手とすれば非常に高い有酸素的作業能を有して

いると考えられる。

　次に，こうした最大酸素摂取量に対する心筋壁

厚および左室内腔（1eft　ventricu1ar　cavity）の

Dimensiona1な因子や機能の面から検討していき

たい。

　本研究において，3群の心筋壁厚，すなわち

IVSTおよびLVPWTからみると陸上群8．8㎜，
10．O㎜，サッカー群9．6㎜，10．5㎜，野球群10．3㎜，

12．O㎜であった。これに対し，これまでに報告さ

れた我が国のマラソンランナー4）の結果では，

IVSTは8．5㎜，LVPWTは10．2㎜という結果が

みられる。本研究での陸上群はほとんどこのマラ

ソンランナーの値と同じ値を示した。また，国外

の報告からみると，水泳選手15）IVST：10．6㎜，

LVPWT：10．7㎜，陸上競技の中・長距離選手15〕

IVST：11．3㎜，LVPWT：10．9㎜，アマチュアレ

スラJ5〕IVST：13．7㎜，LVPWT：13．O㎜を示
している。また，他の報告による長距離選手12〕の場

合ではIVST：9．7㎡，LVPWT：9．O㎜である。さ

らに，他の報告による持久的競技選手（20名）’8〕の

IVSTは10．6mm，LVPWTは10．9㎜と述べてい

る。またプロバスケットボール選手21〕の場合をみ

ると，外国選手は身長が2m程度，あるいはそれ

以上を示す者が多いことから，形態の差異により

絶対値での比較は困難であるがIVSTは13．7㎜，

LVPWTは11．1㎜であったことをみている。従っ

て，心筋壁厚からみると，本研究の場合，陸上群

やサッカー群の値は外国選手と比較し，やや薄い

傾向を示すものと考えられる。これは，身長，体

重という形態的相違によるものか，あるいは日本

人としての民族的な器質的因子によるものかは不

明である。野球群の場合は国外の報告と同じで

あった。野球群の心筋壁厚が厚い傾向を示したこ

とは，形態が他の2群より有意に大きかったこと

が反映しているかも知れない。しかし，それに加

えれば次のような影響も考えられる。すなわち，

野球選手の日常のトレーニング内容において，補

助トレーニング，あるいは補強トレーニングと

いった場合に全身持久的な運動をおこなうことも

みられるが多くは体の移動が少ない打撃の練習や

瞬発力またはダッシュを伴う守備練習，あるいは

iSometriCやiSOtOniCによる筋カトレーニングの

要素も多い。こうしたことから必ずしも容量負荷

の影響だけでなく，むしろ圧負荷の影響が非常に

大きいことも考えられる。こうしたことの反復が

心筋の肥大をうながし，陸上群やサッカー群より

も心筋壁厚が厚いという結果を招来している可能

性も大きいと考えられる。

　次に左室のdimensionとしての拡張終期内径

（Dd），収縮終期内径（Ds）から検討すると，本
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研究の結果，3群の値はDdが52～53㎜，Dsは

33～36㎜であった。先に示した日本人マラソンラ

ンナー4〕の場合，Ddは50．8㎜，Dsは36．3㎜という

値が報告されている。また，大学サッカー選手27〕の

場合，Ddは52～53㎜，Dsは36㎜であり，本研究

の結果とほとんど等しい値を報告している。国外

の報告からみれば，Gi1bertたち5〕は持久的ラン

ナーのDdは42～59㎜で平均値では50㎜と述べて

いる。また，Morganrothたち15）は大学の陸上ラン

ナーの場合，Ddは50～61㎜で平均値では54．1㎜

であったことをみている。Nishimuraたち17〕は20

歳代のプロ自転車競技選手ではDdは55㎜，Dsは

36㎜を報告している。Pavi1ikたち19〕によれば

オーストリアナショナルチームの自転車競技およ

び長距離ランナーの平均値はDdが53．4㎜，Dsは

36．8㎜，Cohenたち2）によれば，長距離ランナーは

Ddが55．8㎜，Dsは34．7㎜という値を報告してい

る。以上の結果から要約すれば，本研究の左室

dimensionはこれまで報告された他の一流競技選

手の値とほぼ同じであると考えられる。すなわち，

左室のdimensionの最も有益な指標としてのDd

は一流の持久的競技者の場合，形態の相違によっ

ても異なるが53～55㎜が絶対値の上限と考えられ

よう。しかし，個人的にみると60㎜に至るものも

報告されている。

　次に，本研究の結果から陸上群，サッカー群，

野球群の比較検討を加えたい。表2は3群の体重

当たりの最大酸素摂取量を示したものであるが，

陸上群，サッカー群は70．0m1／㎏／minと大きく，

野球群は64．o皿1／㎏／minと小さい値であった。ま

た，Ddに対する体表面積当たりの値を表3から

みると，同様に陸上群は大きく，野球群は小さい

値であった。すなわち，同］基準でみると陸上群

の左室内径は大きい。また，サッカー群も野球群

に対し大きい傾向を示した。すなわち，身体に対

するDdの割合が大きいことを示すものである。

陸上群やサッカー群はまた，IVSTやLVPWTが

小さい。全身持久的トレーニングの結果による心

臓のdimensionや機能への影響に関する研究で

はDdの増大，Dsの減少とともに，心筋収縮力の

増大という因子によって一回拍出量の増大が生じ

るとする報告3〕がみられる。また，他の報告25）では

ジョギングに手るトレーニングの結果，最大酸素

摂取量の増大と共に，一回拍出量の増加を認め，

これは，Ddと左室拡張終期容積の増大によるも

のとしている。更に，左室充満量による影響も大

きいと述べている。また，心臓に対するトレーニ

ングの効果について，女性ホッケー選手28〕を対象

にして検討しているが，最大酸素摂取量の増大と

共にDdの増大も認め，Ddはheartabi1ityに関

与するものであろうと述べている。更に，ラット

を用いたトレーニングの結果，心臓に対する有効

な運動の効果は冠動脈枝の拡大（e口1argement）ま

たは，側副血行（co11atera1cir㎝1ation）への影響

が考えられるとする報告24〕もみられる。

　すなわち，心筋壁厚が薄く，内径が大きいとい

うことは，結果として血液量の増大という容量負

荷の影響によるものと思やれる。これは左室にお

ける血流充満量が大きく，．心筋の伸展，拡張とい

う刺激を絶えず繰り返すという結果に起因するも

のと思われる。更に，内径短縮率や平均内周短縮

速度は心筋収縮力を示す指標として考えられてい

るが，陸上群やサッカー群は大きいことから，心

筋のより大きな収縮力によって残余血液量を減少

せしめ，従ってより多くの拍出量を生ずることが

考えられる。表3の一回拍出係数（SV／BSA）カミ

野球群に対して大きい傾向を示すことがその証左

となろう。また，野球群の体重当たりの最大酸素

摂取量や体重当たりのDdの値が小さかったこと

は野球群のトレーニングの内容が他の2群と異な

り，左室内腔に及ぼす影響が異なるためであろう。

　5．結　　語
　本研究は超音波心エコー図法による左室内腔の

形態や機能を有酸素的作業能としての最大酸素摂

取量から男子一流競技者の全身持久性にっいて検

討したものである。

　被検者は日本陸上選手権大会等に出場する実業

団男子陸上部員12名，日本リーグI部に所属す多

実業団サッカー部員19名，全国杜会人野球選手権

大会等に出場の経験を有する実業団野球部員19名

であった。年齢は18～28歳で3群の平均年齢は22

歳であった。

　結果は次の通りである。

　1）陸上群，サッカー群，野球群の順に，身長

　　　にっいてみると各々172．8cm，172．7cm，

　　　175．7cm，体重は65．5㎏，68．3㎏，71．2㎏と

　　　野球群が形態的に最も大きな値であった。

　2）最大酸素摂取量の絶対値は陸上群4，571／

　　　min，サッカー群4．721／min，野球群4，551／
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　　minであった。しかし，体重当たりの最大

　　酸素摂取量は陸上群が71．om1／㎏／minで最

　　も大きく，サッカー群は69．9m1／㎏／min，野

　　球群は64，Om1／㎏／minであった。すなわち，

　　陸上群，サッカー群においては70m1／㎏／

　　minのレベルを示し，内外の一流の全身持

　　久性競技者と同じ水準を示した。また，野

　　球群も他の競技者群と比較し，高い有酸素

　　的作業能を示した。

3）心室中隔壁厚，左室後壁厚は陸上群，サッ

　　カー群が薄く，野球群が厚い値を示した。

　　陸上群，サッカー群の値は国外の報告と比

　　較するとやや薄い傾向を示した。これは形

　　態の相違によるものか，民族的相違による

　　かは不明である。野球群の心筋壁厚が厚

　　かったのは身長や体重の相違によるもの

　　か，あるいは，トレーニング内容の相違か

　　も知れない。

4）左室拡張終期内径は陸上群，サッカー群，

　　野球群がおよそ53㎜を示し，これまで報告

　　された内外の一流競技選手の研究結果とほ

　　ぼ同じ値であった。しかし，体表面積当た

　　りの値でみると陸上群が最も大きい傾向を

　　示した。

5）体表面積当たりの一回拍出係数は陸上群が

　　大きな値であった。これは体重当たりの最

　　大酸素摂取量が大きいことを示す重要な因

　　子と考えられる。

6）心筋収縮力の各指標も陸上群が大きい値で

　　あった。すなわち，心筋収縮力が大きいこ

　　とは左室の拍出量を決める要因と考えら

　　れ，一回拍出量の増大，および心機能の効

　　率が優れていることを示すものである。
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